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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．事業活動による資源の有効利用

２ ．汚染物の適正処理

３ ．二酸化炭素及び温暖化ガス排出の低減

４ ．電力消費の低減

５ ．環境関連法規や当社が約束したことを遵守します

６ ．この環境方針は、全従業員に周知・徹底します。

制定日： 2018年1月1日

三田雅憲代表取締役社長

改定日：

・廃シンナーや梱包材のリサイクル・リユースの徹底、使用済み一斗缶等の金属リサイクル業
者への引取りによる金属リサイクルの促進を行う。

　廃塗料やハイスラッジ・産業廃棄物に対して適切な業者(マニフェスト発行・許可)に廃棄物
管理を確実に行わせる。

　焼付温度の低い塗料（80～140℃程度）を使用し、温暖化ガスの排出量を低減を心掛ける。

　使用設備は基本的にインバーター制御とし、工場及び事務所内の照明は随時、LED化する。

環境経営方針

　意匠塗装を通じ豊かさを担う社会の一員として、特に地域社会に対して社会的規範を守
り、事業活動と両立する中での環境負荷の低減を推進していきます。また、社員一丸と
なって環境経営に取り組み、そのために全社で継続的な改善を心掛けます。

　当社は、2020年に創業50年を迎え、創業者が2名でスタートした事業が50年
を迎えます。29名の社員を抱え、年商は3億円が見えてくるまでになりまし
た。少しずつですが、社会に貢献する企業へと向かっていると実感しておりま
す。また、2017年にはエコアクション21の認証・登録させて頂きました。環境
に対しても気遣いのできる企業として、これから100年企業を目指して頑張っ
ていきたく思います。
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
株式会社光栄プロテック

代表取締役社長　　三田　雅憲

（２） 所在地
大阪本社工場 大阪府枚方市春日野2-2-12
大阪第二工場 大阪府枚方市春日野1-2-15
大阪RI工場 大阪府枚方市春日野2-4-6
千葉白井第一工場千葉県白井市名内320-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 営業部　 三田　憲太朗 TEL：080-8547-1248
担当者 総務部 三田　聖子 TEL：072-859-1365

（４） 事業内容
金属製品の表面処理及び塗装加工業

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
： 株式会社光栄プロテック
： 大阪本社工場

大阪第二工場
大阪RI工場
千葉白井第一工場

： 千葉白井第二工場 2020年までに認証取得
： 金属製品の表面処理及び塗装加工業

□事業や製品（商品）の紹介

塗装サンプル(左)、ショールーム(右)

対象事業所

適用対象外組織

活動

2023年5月30日

大阪第二工場 合計
22名

1,988㎡346 1021

25000
大阪本社工場 大阪RI工場

8
千葉白井第一工場

9 4 1
121 500

登録組織名

・事業内容 金属製品への特殊表面処理及び特殊塗装

・商品紹介 硫化いぶし仕上 緑青仕上 赤錆仕上 カラークリヤ塗装 ピアノ

調仕上

黒染め仕上 木目調塗装 等

・施工実績 パークハイアット京都 ホテルオークラ東京 虎ノ門ワールドゲー

ト
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

㎥
※二酸化炭素排出係数 kg-CO₂/kWh 関西電力の2017年度調整後排出係数

kg-CO₂/kWh 東京電力の2017年度調整後排出係数

㎏

0.418

営業部　三田憲太朗

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

総務部　三田聖子

社長　三田雅憲

項　目 2020年 2021年 2022年

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境管理責任者の補佐、大阪千葉統括工場長の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

大阪千葉統括工場長

二酸化炭素総排出量

廃棄物排出量

98,532

　一般廃棄物排出量 1,996 1,094 1,095㎏
　産業廃棄物排出量 7,200

112,124 97,544

水使用量 938 1,114 644

2023年5月30日

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

大阪千葉統括工場長

営業部
総務部

本社工場 大阪第二工場 大阪RI工場 千葉白井工場

・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

環境事務局

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

西浦貴志

4,943

0.462

11,200

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
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□環境経営目標及びその実績

✕

〇

✕

✕
〇

✕

✕

〇

✕

□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2019年

2022年

一般廃棄物の削減
kg 1,076 1,001 1,095 1,001

基準年度比 2019年

廃塗料の削減
kg

基準年度比

7,200

2021年

原単位 kWh/千円 0.573 0.561 0.359 0.550

104,246 102,161 97,544 100,276

23,429

洗浄剤使用量削減
kg 721 685 4,000 663

2019年 95% 94% 92%

基準年度比 2019年 95%

水道水の削減

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

㎥ 685 651 644 630
基準年度比

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 19,984 19,584 11,233 19,384
基準年度比 2019年 98% 56% 97%

15,244 11,455

0

93%

7,235 5,358 9,742 10,7857,234 7,201 6,944 7,044 10,565

555% 92% 90%

96%

90%

3月

617

9,543 9,567 11,474 10,330

649

93% 90%

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

2月1月12月11月10月

99,233

19,184

968

8月

　

0.033 0.032 0.037 0.031

評
価

基準値 2022年 2023年 2024年

59,857

0.544

98% 98% 96%

目標基準年 実績 目標 目標

電力による二酸化炭素削減
kg-CO2

95%

56,86458,660 58,852 57,463
基準年度比 2019年

0 0

4,832

9月

7,589
11,062 12,278 12,950
5,318

7月6月5月4月
12,95012,932 12,907

0 0

kg-CO2

kg/千円

LPGによる二酸化炭素削減

102%

数値目標 ✕ 今期のデータは新設された千葉白井第二工場の数値も含まれ
ている。そのため、累計値を見ると目標値より多少上回った
程度で済んでおり概ね良好であると考えられる。しかし、上
期で課題に感じていた生産効率については劇的な改善が見受
けられなかったと感じている。
会社の取り組みとしてノー残業デーが導入されたこともあ
り、強制的に生産時間を削減することには成功した。

基準年度比

24,405 23,917 27,459

生産工程の待機時間を短縮 ×

環境に配慮した生産活動 製造ミス件数を記録し、各部署ごとに数値目標を設定している。

23,185

2019年 98% 113% 96% 95%

6,840

95% 156%

11,200 6,696

93% 90%

6,480

0.031

（単位：㎏-CO₂）

9,543 9,567
11,474 10,330

12,932 12,907
11,062 12,278 12,950 12,950

15,244

11,455

7,235
5,358 4,832

7,234 7,201 6,944
5,318

7,044
10,565 9,742 10,785

7,589
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LPGによる二酸化炭素削減

2019年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

ガソリン

2019年

2022年

軽油

2019年

2022年 149
361 331 443 198

4月 5月 6月 7月 8月

4月 5月

132 119 125 99

320 123 236 136 350

206

営業時の公共交通機関の積極的利用

6月 7月

12月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月 2月

○
　

○
1年を通して目標達成の手段を遂行できたと考える。今後、ガ
ソリン価格の高騰が予想されるため燃料削減と経費削減を目
標に取り組んでいきたい。課題としては燃費の良い車両への
乗り換えも視野に入れ、更なる改善を試みたい。

602175

1月

0

数値目標 〇

6月 7月 8月 9月 10月 11月

4月 5月

350

9月 10月 11月 12月 2月 3月
301360 332 332

365
382

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕

前年度比で約23.4％減少しており数値でみると非常に良い結
果となった。これは受注量の減少が大きな要因と考えられ
る。売上高の低迷からこのことが言える。営業面では商品単
価のアップを、製造面では生産効率の改善を図ることが理想
であるが短期目標としては受注量の増加と生産工程での不良
の削減を目標にしていくことが重要である。

乾燥炉の使用頻度の削減 △
LPG使用量の見える化 ×

0 0
0 0
0 0

8月 9月

0 142 99 126

210

3月

帰り荷の確保

187 200 156
434 381 418 326 433 482

1,500 1,500 3,000 1,500 1,500 1,500 3,000 2,868 2,997
3,621 1,323 1,050 1,938 2,706 1,482 3,9512,175 666 3,993 2,337

3月10月 11月 12月
1,491 2,949 600

306 306 379

2,217

1月 2月

385 210 241
125 161 132

319

（単位：㎏-CO₂）

（単位：㎏-CO₂）

（単位：㎏-CO₂）

434 381 418
326

433 482

306 306
379

319 350 365320

123
236

136

350

175 187 200 156

382
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一般廃棄物の削減

2019年

2022年

廃塗料の削減

2021年

2022年

8月6月

達成状況

数値目標 ✕

4月 5月

0 0

ゴミ箱の削減 △
クレーム撲滅のための品質管理

92 75 78 88 88 98 95

数値目標

134 38 180 154 128

×
0 0

7月 9月 10月 2月11月 12月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月
108 138 126 20 18 12
84 86 90

1月

工場内の20Lのゴミ箱を2個削減した。しかし、ゴミ箱の減少が一般
廃棄物の排出量の減少につながる対策ではなかったように思う。社
内クレームの発生数の増加に伴い、一般廃棄物が増加していた。品
質管理よりも先に不良を発生させない仕組み作りを考えてくことが
根本的な解決に繋がるのではないかと考える。

99
20

1月 2月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

122

✕
今期で在庫塗料の保管・整理が完了した。廃塗料の削減とはならな
かったが、来期で大幅改善を見せられるよう工場サイドに促してい
きたい。

廃棄物の見える化 △
保管期限超過の塗料の廃棄 ○
保管期限の設定 ○
保管期限超過の塗料の廃棄 ○

400 0 0 2,200 0 1,400 0 0
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

0 0 3,000

（単位：㎏）

（単位：㎏）
2,000 0 3,200 0 0 0 1,800 1,200 0

3月
0 3,200 0 0

0

3,200

0 0
400

0 0

2,200

0

1,400

0 0

2,000

0

3,200

0 0 0

1,800
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0 0 0
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水道水の削減

2019年

2022年

洗浄剤使用量削減

環境に配慮した生産活動

環境に配慮した生産活動

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

□外部からの環境上の苦情・要望等
1年間苦情・要望等はありませんでした。

○
0 0

8月7月

スプレーガンと設備に使用する洗浄剤の変 △
洗浄剤の保管方法の見直し △

数値目標

0 111
6月4月

105

109
5月

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
産業廃棄物（廃油　等）
空気圧縮機、送風機
浄化槽
業務用空調機
洗浄用溶剤
塗料
社用車・トラック

5 103 8

化学物質としてカウントされる洗浄剤の使用状況を調査すると、生産工程
以外にスプレーガンの洗浄や調色、設備のメンテナンスに使用しているこ
とが分かった。本来は塗装物の洗浄を中心として使用すべきである。化学
物質含有の低い洗浄剤でも代替が可能である工程についてはこれを徹底す
る仕組を提案しており、来期以降実践し目標設定を行いたい。

00

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
梱包材の発注量の抑制 ○

今期の売上高に対する梱包材の発注量を元に、来期の目標設
定路を行う。同時に梱包材の再利用を強化する。

梱包材の発注量の抑制 ○
資材在庫数の再設定

126 0 108

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

達成状況

数値目標 〇
ホースの手元にバルブ取付

0
0 0
0 0

5 7

111 0
2月

97 109

（単位：㎥）

0

0

消防法

フロン排出抑制法

労働安全衛生法
自動車NOx・PM法

化学物質排出把握管理促進法（PRTR法）

グリーン購入法
消火器
事務用品

0 0

×

燃料油、溶剤、塗料などの揮発を防止

△

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

廃棄物処理法

クレーム数の約半分が再発不具合であった。技術指導と仕組
改善を早急に計画し、クレーム発生を防ぐ必要がある。会社
目標としてクレーム発生率5％以下（今期8.4％）を掲げてい
る。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

0 0
0

浄化槽法
騒音規制法

0
0 0

△

クレーム撲滅のための品質管理（再掲）

適用される法規制

仕事量が増加しても今期程度の水準で安定又は減少傾向にな
ることを期待したい。一部ホースにバルブを設置できていな
い箇所があるため、来期は改善していく。

9月 10月 11月
120

✕
達成状況

12月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

106 0 99

3月1月

109

0

111

0

120

0

111

0

126

0

108

0

105

0

106

0

99

5

97

7

109

5

103

8

0

50

100

150

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

単
位

：
㎥

水道使用量（月別）

2019年 2022年
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□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定：
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： □通報訓練　□消火訓練　□避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

　新設の千葉白井第二工場には花壇を設置している。工場正面と工場裏手にサツキを、来客用
駐車場には枝垂桜を植えている。環境改善だけではなく社員の心理的な効果を期待した活動と
なっている。来期には本社工場に菜園を作る予定となっている。

入社2年目未満の社員

2023年5月30日

2022/7/4 大阪本社工場/千葉第一工場

　千葉白井第二工場が稼働し目標値を上回ってしまう項目もあり、更なる改善が求められる。また、製造現場を調査すると
仕事量が増加するにつれて環境意識が薄れているように感じた。明確な目標設定と新たな仕組み作りが必要であると感じて
いる。
　また、クレーム対応が増加していた。クレーム対応は突発的でかつスピードが求められるため製造効率が大きく悪くなっ
てしまう。顧客との信頼関係にも直結する内容ということで、クレームに対する仕組を新たに設定した。

　上司や先輩への伝えるべき内容が即座に頭に浮かばないようです。意見が出たように、労災等のトラブルがあっ
た場合の報告マニュアルの作成と定期的な訓練と教育の実施が必要です。

入社間もない社員の理解度は低いと考えられます。再度訓練を行う必要があります。

労働災害発生

社内連絡系統と連絡内容の確認

10 ページ


